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応急手当を実施した市民等に対する感謝状贈呈式について

　栄研化学株式会社野木事業所グラウンドでサッカーの練習を
していた４０代男性が突然倒れ心肺停止となりました。
　チームメイトが１１９番通報を行い、同事業所に設置された
救急ステーションのＡＥＤによる電気ショックと心肺蘇生法を
実施し、男性は病院での入院治療後社会復帰することができま
した。この功績をたたえ、小山市消防本部では、栄研化学株式
会社野木事業所および応急手当を実施した方々に対して感謝状
を贈呈しました。

野木町男女共同参画推進事業所の認定書交付式が行われました

　野木町男女共同参画推進事業所に、ゼブラ株式会社野木工場
様、株式会社アイザック様が認定され、令和３年１１月２７日
にエニスホールで開催された男女共同参画映画会にて、認定書
が交付されました。
　町では男女共同参画社会の実現を目指すため、仕事と家庭の
両立を支援し、男女がともに働きやすい職場づくりに取り組む
事業所を応援していきます！

町食生活改善推進員が小山地区公衆衛生事業功労者表彰を受賞
　野木町食生活改善推進員　小澤　洋子さんが功労者表彰を受
賞されました。日頃より食を中心に地域の健康づくりを応援す
るボランティアとして、フレイル予防活動や地産地消レシピ開
発などで活躍されています。
　食生活改善推進員（愛称：ヘルスメイト）は「私たちの健康
は私たちの手で」を合言葉に、今後も野木町の健康づくりを応
援していきます。

問健康福祉課　撒（57）4171

問生活環境課　撒（57）4132

問小山市消防署救急係  　  撒 0285（39）6666
　小山市消防署野木分署　撒（57）1119  　

防犯パトロールで安全・安心な街
　私たち丸林西区では区三役及び自治会長９名で、毎月第４日
曜日に防犯パトロールを行っております。夏の期間は午後６時、
冬の期間は午後５時から３編成で実施しております。管内には
丸林中央公園をはじめ、富士見公園や馬場公園などあり、生活
環境は恵まれていると感じております。時には公園で夕方遅く
まで遊んでいる子供たちには、早く帰宅するよう声掛けをして
います。特に最近は全国的にも小学生が狙われる事件が多発し
ておりますので、防犯パトロールは特に重要な活動だと思って
おります。この取り組みは、平成３０年度からはじめて約５年になりますが、幸い西区におきましては、
事件等の発生はしておりません。今後とも私たちは地域の皆様が、安全・安心に暮らせる街を目指して、
防犯パトロールは続けて行きたいと考えております。

「救急ステーション」への登録のお願い
（小山市ホームページ） ▼

投稿

丸林西区　区長 下坂孝

 写真：駅前イルミネーション
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河川、道路の整備促進を国土交通省へ要望
　１１月２９日に国土交通省に対しまして、町長及び野木町思
川左岸地区治水事業促進期成同盟会長が一緒に要望活動を実施
しました。
　水管理・国土保全局には昨年に引き続き洪水時の思川の状況
を説明の上、治水事業の促進を要望しました。
　道路局に対しましても、野木町内の県道、町道の状況を説明
の上、整備に必要な社会資本整備交付金予算の確保について要
望しました。

問都市整備課　撒（57）4156

令和３年度工場協会優良従業員及び
永年事業所表彰
　多年にわたり職務に精励し地域産業と協会の発展向上に貢献
した優良従業員に、工場協会より表彰状が送られました。表彰
された方は、次の４名です。

松下　優次　氏（日本ピストンリング）　　　
松本　公夫　氏（ＵＡＣＪ製箔）　　　　　　
森戸　浩　　氏（トーセロ・ロジスティクス）
佐藤　智紀　氏（トーセロ・ロジスティクス）

　永年事業所表彰については町内に事業所を構え、野木町に永
年貢献している事業所を表彰したものです。永年事業所として
表彰された事業所は次の事業所です。

株式会社　不二家野木工場　　（操業５０年）
株式会社　ＣＳＩジャパン　　（操業５０年）
河合製巧株式会社関東事業所　（操業３０年）

問産業課　撒（57）4238

水管理・国土保全局　高村官房審議官へ要望書提出

道路局　村山局長へ要望書提出
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